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１【提出理由】

当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号

の規定に基づき、本報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

（１）当該事象の発生年月日

2022年２月７日

 

（２）当該事象の内容

１．特別利益の計上

助成金収入（連結・個別）

新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言の発出に伴い、従業員の出勤停止期間中の給料等を対象と

して助成を受ける雇用調整助成金のほか、国及び地方自治体等から給付を受ける助成金等を「助成金収入」に計

上いたします。

 
２．特別損失の計上

新型コロナウイルス関連損失（連結・個別）

新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言の発出に伴い、対象地域の従業員を出勤停止（特別休暇）

とする措置を講じました。また、政府及び地方自治体からの要請に応じ、当社運営店舗及び顧客運営店舗におい

ては臨時休業及び時短営業を行いました。

これらの事象に対応し、従業員の出勤停止期間中の給料等、休業期間中の当社運営店舗の固定費及び業務用カ

ラオケ機器の賃貸等に係る固定費を「新型コロナウイルス関連損失」に計上いたします。

 
（３）当該事象の損益及び連結損益に与える影響

（連結決算）

特別利益    

助成金収入 11,554百万円 （当第３四半期会計期間計上額は5,894百万円）

特別損失    

新型コロナウイルス関連損失 6,452百万円 （当第３四半期会計期間計上額は153百万円）
 

 
（個別決算）

特別利益    

助成金収入 7,146百万円 （当第３四半期会計期間計上額は3,551百万円）

特別損失    

新型コロナウイルス関連損失 4,487百万円 （当第３四半期会計期間は計上なし）
 

 
以上
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